
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 月の感染状況 

・インフルエンザ A  1 名  ・手足口病  6 名  ・胃腸炎  1 名 

・伝染性膿痂疹    １名  ・肺炎    1 名   

 

ほけんだより ９月号 
２０２６年８月３１日 おひさま岡町保育園 

9 月の予定 

暦の上では秋を感じられる季節ですが、今年の夏の暑さはまだまだ続くと言われています。

暑い夏を元気いっぱいあそんでいる子どもたち。熱中症への対策はこの先もまだ必要になりそ

うです。 

園ではこれから、お散歩や、外で活動する機会が増え、運動会への取り組みも始まります。

体調を崩すことなく過ごしていきましょう。 

 

 地震や台風や高潮などの災害はいつ、どこで起こるかわかりません。先月は熊本県でも震

度７の地震があり家屋倒壊や断水などの被害や、台風・大雨による自然災害による川の氾濫 

土石流などもありました。自分が住んでる地域で災害が起こったらどうするか、9 月 1 日の

【防災の日】を機会に、ご家庭の備えを見直してみませんか？ 

防災は、特別な物を準備することだけではなく、普段の生活の中で、室内のチェック、身

を守る行動、避難経路、家族と話し合い確認しておくことも大切な備えです。 

 

  

 

ライフラインが寸断された時、復旧や支援物資が届くまでに 

3 日間かかるといいます。３日分の飲料水・非常食・携帯トイレを 

用意しておきましょう。 

◆飲料水・非常食◆ 

飲料水は１日１人２～３リットル（３日間だと１人６～９リットル）必要です。 

飲料水とは別に、トイレを流したりするための生活用水も必要です。日頃から、お風呂の水

をいつも張っておく、などの備えをしておきましょう。 

非常食には、レトルト、缶詰、瓶詰、ご飯（アルファ米）など、保存期間が長くそのまま食

べられるものがベストです。保存期間が５年、１０年といった長期保存食もあります。 

◆衛生用品◆ 

トイレットペーパー、ティッシュペーパー・ウエットティッシュ、 

水のいらないシャンプー、洗面用具、携帯トイレ（簡易トイレ）、 

タオル、ビニール袋等 

◆その他◆ 

マッチ、ろうそく・カセットコンロ など 

9 月 1 日は防災の日です 

 

 

 備蓄品チェック 

 

発育測定     1 日(火)～7 日(月) 

幼児耳鼻科検診  9 日(水) 10 時～ 

 

☆夏の疲れをリセットし感染症に負けないからだつくりを☆ 

早起き⇒あさごはん⇒日中元気に活動⇒早寝 

まだ暑い日が続いていますが、インフルエンザが 1～２か月ほど早く、他の地域で流行して

いるそうです。十分な睡眠や栄養をとることは、元気に過ごすための土台作りです。 

インフルエンザなどの感染症に負けない体つくりの為に生活リズムを整えていきましょう。 

 

・睡眠のリズムを整えよう。 

 夜早く寝かせようとしても、なかなか難しいので、朝早く 

起こすことから始めましょう。夜、寝るのが遅くなっても、 

毎朝決まった時間に起きることにより睡眠のリズムが整って 

いきます。風邪をひきにくい体つくりにも繋がり、回復力につながります。 

・日中元気に活動するには 

私たちの体は寝ている間もエネルギーを使うため、 

朝起きたときは脳も体もエネルギーが不足した状態です。 

そのため、朝食でブドウ糖をはじめとする 

栄養素を補給することで、朝から脳も体も 

活発に活動できるようになります。 

 

 

 

 

 

登園届・意見書が変更し、

新しい様式をホームページに

載せています。 

感染症と診断された場合は、

登園前に確認し、今後は新し

い様式を使用して下さい。 

 

登園届・意見書の変更 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 月のほけんだよりの質問への返答がなかったので、今月は「包括的性教育とは何ぞや？！」「なんで保育園で必要やねん？！」を改めてまとめてみました。 

0 歳からの性教育～性教育をアップデート～ 
包括的性教育とは・・・ 

・性や生殖に関することだけでなく、人との関わり方（コミュニケーション、境界線と同意な

ど）や自分で自分のことを決めていくこと（自己決定権）など幅広い 

・自分のことも相手のことも大切にしていくこと（人権の尊重、多様性）が土台となっている 

・子どもたちが健康で幸福になる（Well-being）ための知識、スキル、態度を獲得する 

乳幼児の性教育で大切なこと 

① 自分の身体とこころを大切にする気持ちを育てる。 

【からだ】 

プライベートゾーンと身体の権利 自分のからだに誰がどのように触るか 見るかは

自分が決めます。人のからだは見ない 触らない、自分のからだは見ていい 触って

いいが基本です。人のからだに触れる際には同意 確認をします。 

心地よいタッチとそうではないタッチ 心地よいかそうでないかを知っているのは、タッ

チされている人自身です。「触っていい？」「こんな感じでいい？」の確認と同意を当たり前に

することが大切です。すると、確認と同意がないタッチに違和感を持つようになります。ま

た、大人も「その触られ方はイヤ」と意思表示することで「相手に確認する」「相手の気持ち

を尊重する」経験ができます。 

清潔にする方法 自分のからだを清潔にすることは大切にすることに繋がります。乳児は特

に大人の介助を必要とする機会が多いです。「スッキリしたね」「気持ちいいね」と心地よい関

わりに繋がっていけるといいですね。 

【こころ】 

同意をとる 確認する毎日繰り返されていることでも、その時によって気持ちが異なりま

す。その時、子どもがどうしたいか どうされたいか 自分の感じたことが反映されると安心

できますね。 

アサーティブなコミュニケーション自分の意見や気持ちを率直に誠実へ伝えつつ、相手の

立場や意見も尊重する、自分と相手をどちらも大切にする自己表現・対話の方法です。 

感情を認めるポジティブな感情（いいよ、たのしい、うれしい、やりたいなど）だけでなく

ネガティブな感情（いや、さみしい、かなしい、怒り、泣く、やりたくないなど）を受け止め

てもらえると「安心して話せる」と認識してもらえます。 

なぜ 乳幼児期に性教育？？ 

乳幼児期は、大人が子どもの身体に触れてお世話をしていく機会が多くあります。この

時期から始めることで性教育のベースである「自分の身体とこころは自分のもの」「自

分のことを大切にするこころ」を育むことができます。 

② 絶対的な信頼感と安心感を築き、自信をつける。 

『どんな自分でも受け止めてもらえる』を経験する。 

愛着形成 絶対的な信頼。この人なら話せる、わかってくれる、頼れる、味

方でいて欲しい、見てくれてるだけで頑張れるなど。これから人間関係を構

築していく為の土台となるものです。これが親子間で構築されていると安心

です。 

多様性 気質、発達のスピード、得意・不得意、男の子らしい・女の子らし

いなど。本来、いい・悪いはないですが、大人が生活の中で無意識に学習し

てきた偏見（アンコンシャスバイアス）から子どもは影響を受けます。 

 

9 月のほけんだよりの質問 

・ここに書かれた内容で既にやっていること、今日から 

できそうなこと、心掛けれそうことはありますか？ 

・ここに書かれた中で詳しく解説が欲しい言葉はありますか？ 

 

 

 

 


